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巻 　 頭 　 言

四
境
戦
争
の
概
観	

三
宅
紹
宣

　

四
境
戦
争
（
幕
長
戦
争
、
長
州
戦
争
と
も
い
う
）
は
、
長
州
藩
を
攻
撃
し
た
幕
府
側
が
敗
退
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
権
威
を
失
墜
さ
せ
、
幕
府
権
力
解
体
の
上
で
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
戦
争
で
あ
る
。
戦
争
は
巨
大
な
勢
力
が

勝
利
す
る
と
い
う
通
常
と
は
異
な
り
、
少
数
の
長
州
藩
が
勝
利
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
点
に
お
い

て
も
興
味
深
い
戦
争
で
あ
る
。

　

こ
の
戦
争
に
つ
い
て
、
私
は
か
っ
て
『
幕
長
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）で
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

各
戦
局
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
散
在
し
て
残
存
し
て
お
り
、
か
つ
、
突
き
合
わ
せ
が
必
要
な
こ
と
な
ど
困
難
が
つ

き
ま
と
っ
た
。
こ
の
度
、
四
境
戦
争
が
特
集
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
お
お
ま
か
な
戦
局
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　

慶
応
二
年
六
月
七
日
、
幕
府
軍
艦
は
、
長
州
藩
領
熊
毛
半
島
先
端
お
よ
び
周
防
大
島
を
砲
撃
し
、
四
境
戦
争
は

開
戦
し
た
。
六
月
十
日
夜
、
山
口
の
藩
庁
政
事
堂
は
応
戦
を
決
断
し
、
諸
隊
お
よ
び
海
軍
局
へ
出
動
を
指
令
し
た
。

大
島
口
に
お
い
て
は
、
長
州
軍
は
、
諸
隊
は
も
と
よ
り
家
臣
団
隊
も
小
隊
組
織
に
編
制
さ
れ
て
西
洋
軍
制
化
さ
れ

て
お
り
、
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
、
制
高
を
重
視
し
、
情
況
に
応
じ
て
広
く
散
開
す
る
散
兵
戦
術
を
用
い
て
勝
利

し
た
。

　

芸
州
口
に
お
い
て
は
、
六
月
十
四
日
、
開
戦
し
た
。
長
州
軍
は
散
兵
戦
術
を
駆
使
し
た
。
対
戦
し
た
高
田
藩
の

史
料
は
、「
長
州
軍
は
、
山
々
峰
々
よ
り
立
現
れ
、
猿
の
如
く
駆
け
走
り
、
味
方
の
後
ろ
を
取
り
切
り
、
こ
ち
ら

が
打
ち
立
て
て
も
砲
丸
は
な
か
な
か
当
た
ら
な
い
」
と
、
機
敏
な
動
き
を
驚
嘆
し
つ
つ
伝
え
て
い
る
。
長
州
軍
は

散
兵
戦
術
を
駆
使
し
、
山
岳
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
制
高
を
重
視
す
る
作
戦
を
展
開
し
た
。
西
洋
式
装
備
で

は
、
総
合
的
に
見
れ
ば
征
長
軍
の
ほ
う
が
上
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
西
洋
式
戦
法
に
習
熟
し
、
そ
れ
を
十
分
に

使
い
こ
な
し
た
点
に
勝
因
が
あ
っ
た
。

　

石
州
口
に
お
い
て
は
、
六
月
十
六
日
、
長
州
軍
は
益
田
を
攻
撃
し
、
福
山
藩
軍
・
浜
田
藩
軍
と
交
戦
し
勝
利
し

た
。
長
州
軍
は
西
洋
式
で
あ
り
、
散
兵
戦
術
を
駆
使
し
て
勝
利
し
た
。
福
山
藩
は
長
州
軍
の
散
兵
戦
術
に
つ
い
て
、

「
追
々
詰
め
寄
る
に
従
い
、
散
兵
広
く
散
る
故
、
多
人
数
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。」
と
そ
の
威
力
を
伝
え
て
い

る
。
七
月
十
八
日
、
浜
田
城
を
自
焼
し
、
征
長
軍
は
浜
田
か
ら
退
去
し
た
。

　

小
倉
口
に
お
い
て
は
、
六
月
十
七
日
、
長
州
軍
は
軍
艦
に
よ
る
砲
撃
の
も
と
陸
軍
の
田
野
浦
・
門
司
へ
の
渡
海

作
戦
を
行
い
、
小
倉
藩
軍
を
打
ち
破
っ
た
。
長
州
軍
は
散
兵
戦
術
を
駆
使
し
た
。
七
月
三
十
日
、
小
笠
原
長
行
や

諸
藩
軍
は
撤
退
し
た
。
小
倉
藩
は
要
地
に
拠
っ
て
戦
争
す
る
こ
と
に
し
、
八
月
一
日
、
城
を
自
焼
し
、
田
川
郡
に

向
か
っ
た
。
以
後
、
戦
闘
が
続
い
た
が
休
戦
へ
の
動
き
が
起
こ
り
、
慶
応
三
年
一
月
二
十
三
日
、
講
和
の
和
議
が

成
立
し
た
。
同
日
、
国
喪
を
名
目
と
し
て
解
兵
令
が
発
せ
ら
れ
、
四
境
戦
争
は
終
結
し
た
。

　

四
境
戦
争
は
、
四
境
に
お
い
て
多
様
な
戦
闘
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
各
方
面
に
わ
た
っ
て
分
析
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）


